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２
０
２
２
年
は
、
『
劣
化
列
島
日
本
／
希

望
と
勇
気
』
を
テ
ー
マ
に
、
１
月
よ
り
月
１

回
合
計
11
回
連
載
し
て
き
た
。
本
稿
は
最
終

稿
と
し
て
、
第
１
稿
か
ら
第
11
稿
ま
で
を
振

り
返
り
、
締
め
と
し
て
の
総
集
編
を
論
じ
て

い
き
た
い
。

　
22
年
は
突
然
の
円
安
に
襲
わ
れ
、
コ
ス
ト

プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
諸
物
価
高
騰
な

ど
、
生
活
圧
迫
の
半
面
で
、
完
成
品
メ
ー
カ

ー
・
大
企
業
は
好
決
算
に
湧
い
て
い
る
が
、

企
業
内
に
「
劣
化
列
島
日
本
」
の
現
象
は
存

在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
大
企
業
の
内
部

で
は
、
コ
ロ
ナ
災
い
に
よ
る
勤
務
形
態
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
が
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
昇
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
筆
者
の
知
り
合
い
に
も
、
長
期
の
テ
レ

ワ
ー
ク
の
影
響
で
う
つ
病
を
患
い
、
退
職
に

追
い
や
ら
れ
た
優
秀
な
社
員
が
い
る
。
好
決

算
と
は
対
象
的
に
、
残
念
な
が
ら
「
劣
化
列

島
日
本
」
の
現
象
が
散
見
さ
れ
る
の
も
現
実

で
あ
る
。

　
22
年
１
月
の
第
１
稿
で
は
『
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
取
り
上
げ

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
外
圧
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
止

め
ら
れ
た
欧
州
を
中
心
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掛

け
声
は
声
を
潜
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
棚
上
げ
状

態
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
「
神
の
声
」
と
し

て
崇
拝
し
て
い
る
日
本
社
会
は
、
出
羽
守

（
で
は
の
か
み
）
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
？
　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
、
出
羽
守

の
弊
害
を
提
言
し
て
き
た
。
出
羽
守
と
は
、

欧
州
で
は
…
…
米
国
で
は
…
…
と
、
欧
米
の

習
慣
や
言
動
を
常
に
引
き
合
い
に
出
す
事
を

言
う
。
出
羽
守
は
「
欧
米
は
日
本
よ
り
優
れ

て
い
る
」
と
の
前
提
が
あ
り
、
日
本
を
自
虐

的
に
攻
撃
す
る
事
が
多
く
、
日
本
の
優
れ
た

文
化
を
破
壊
し
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
消
滅
さ
せ
る
非
常
に
危
険
な
言
動
で

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
崇
拝
は
、
出
羽
守
に
よ
る

日
本
列
島
劣
化
の
象
徴
で
あ
る
。

　
出
羽
守
の
弊
害
は
、
22
年
５
月
の
第
５
稿

に
お
い
て
、
『
出
羽
守
に
支
配
さ
れ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
報
道
』
と
題
し
、
詳
細
に
寄
稿
し
て

い
る
。
出
羽
守
の
象
徴
の
ひ
と
つ
に
「
ド
イ

ツ
神
話
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
ド
イ
ツ
は
も

の
づ
く
り
で
優
れ
て
い
る
。
見
習
う
べ
き
優

れ
た
国
だ
』
と
い
っ
た
認
識
が
日
本
全
体
に

定
着
し
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
は
か
な
り
違

っ
て
い
る
。
２
月
の
第
２
稿
で
『
ド
イ
ツ
衰

退
に
学
ぶ
劣
化
の
法
則
』
と
題
し
、
寄
稿
し

た
。
驚
く
こ
と
に
、
今
の
ド
イ
ツ
は
「
国
家

劣
化
」
に
襲
わ
れ
、
ド
イ
ツ
社
会
は
大
き
く

衰
退
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
神
話
は
と
っ
く
に

崩
壊
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
あ
ま
り
認
識

さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
製
造
業
界
で
は
、
ド

イ
ツ
を
信
奉
す
る
思
想
が
依
然
と
し
て
強
く

定
着
し
て
い
る
。
『
日
本
人
は
働
き
す
ぎ

だ
！
　
ド
イ
ツ
を
学
べ
』
な
ど
と
言
う
御
仁

は
、
出
羽
守
の
典
型
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も

的
外
れ
発
言
で
あ
る
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、

日
本
の
素
晴
ら
し
い
遺
伝
子
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
７
月
掲
載
の
第
７
稿
で
は
、
『
50
年
前
に

タ
イ
ム
マ
シ
ン
。
日
本
列
島
改
造
論
』
に
ふ

れ
た
。
出
羽
守
が
闊
歩
す
る
前
（
バ
ブ
ル
崩

壊
以
前
）
の
日
本
は
、
欧
米
よ
り
は
る
か
に

優
れ
た
文
化
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
歴
史
的
証
明
が
50
年
前
の
「
列
島
改
造

論
」
で
あ
る
。
列
島
改
造
論
以
降
の
日
本
で

は
、
列
島
改
造
論
が
中
心
軸
と
な
っ
て
、
日

本
経
済
は
大
い
に
成
長
し
、
安
全
で
豊
か
な

日
本
が
創
造
さ
れ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降

の
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
を
標
榜
し
、
国

家
戦
略
す
ら
も
見
失
っ
た
。
か
つ
て
は
世
界

を
席
巻
し
た
電
子
技
術
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
１
・

０
、
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
の
時
代
の
流
れ
に
乗
り

遅
れ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
取
っ
て
代
わ
り
、
日
本

の
出
る
幕
も
な
い
。
列
島
改
造
論
か
ら
50

年
。
今
ま
さ
に
50
年
前
の
日
本
を
学
ぶ
時
で

あ
る
。
数
十
年
に
渡
り
日
本
経
済
を
苦
し
め

て
き
た
「
円
高
」
が
消
滅
し
、
「
円
安
」
時

代
が
や
っ
て
き
た
が
、
今
の
日
本
で
は
依
然

と
し
て
出
羽
守
に
支
配
さ
れ
続
け
て
い
る
。

こ
れ
が
、
劣
化
列
島
日
本
を
誘
発
し
た
原
因

で
あ
る
。

　
第
３
稿
で
は
、
ソ
ニ
ー
の
復
活
を
取
り
上

げ
た
。
ソ
ニ
ー
復
活
物
語
は
、
劣
化
列
島
日

本
で
花
開
い
た
「
希
望
と
勇
気
」
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
不
死
身
の
よ
う
に
復
活

を
成
し
遂
げ
た
ソ
ニ
ー
を
取
り
上
げ
、
わ
れ

わ
れ
日
本
人
の
誇
り
を
取
り
戻
す
「
希
望
と

勇
気
」
を
検
証
し
た
。
ソ
ニ
ー
復
活
は
日
本

の
も
の
づ
く
り
遺
伝
子
に
回
帰
し
た
革
命
で

あ
り
、
お
客
さ
ま
の
「
感
動
」
を
旗
印
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
か
ら
脱
皮
し
た
日
本
の
誇

り
で
あ
る
。
も
っ
と
強
い
言
葉
を
使
え
ば
、

「
欧
米
か
ら
の
思
想
的
奴
隷
解
放
」
で
も
あ

る
。
ソ
ニ
ー
の
復
活
こ
そ
日
本
復
活
の
お
手

本
で
あ
り
、
日
本
の
「
希
望
と
勇
気
」
が
こ

こ
に
あ
る
。

　
紙
面
の
都
合
で
１
年
間
に
寄
稿
し
て
き
た

『
劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
』
の
す
べ

て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
劣
化

列
島
日
本
が
侵
さ
れ
た
病
は
、
「
グ
ロ
ー
バ

ル
」
と
い
う
欧
米
発
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

こ
の
病
の
特
効
薬
は
「
日
本
遺
伝
子
へ
の
回

帰
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
最
終
稿
の
ま
と
め
要
約
は
、
「
劣
化
列
島

日
本
」
を
作
り
出
し
た
張
本
人
は
、
「
出
羽

守
」
で
あ
り
、
「
希
望
と
勇
気
」
の
原
動
力

は
「
日
本
人
の
誇
り
、
日
本
遺
伝
子
へ
の
回

帰
」
で
あ
る
。
日
本
企
業
の
す
べ
て
が
、
出

羽
守
に
支
配
さ
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
か

ら
卒
業
し
、
日
本
に
い
か
り
を
お
ろ
し
、
日

本
企
業
と
し
て
世
界
に
羽
ば
た
く
「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
」
と
な
る
こ
と
を
祈
願

し
、
最
終
稿
の
筆
を
置
き
た
い
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●94●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑫（
最
終
稿
）

真
犯
人
／
出
羽
守（
で
わ
の
か
み
）

　
異
な
る
意
見
同
士
が
歩
み
寄
っ
て
、

譲
り
合
っ
て
一
致
を
目
指
す
こ
と
を
表

す
「
妥
協
」
。
平
和
的
な
解
決
手
段
で

あ
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
も
こ
の

言
葉
に
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
付
き

ま
と
う
。
一
方
、
英
語
で
妥
協
は
「
ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｅ
」
と
言
い
、
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
な
い
そ
う
だ
。
意

見
が
異
な
る
者
同
士
で
も
歩
み
寄
る
こ
と
で
何

か
を
得
ら
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
、

逆
に
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
。
妥
協
の
場
合
、
相
手
に
歩
み
寄

る
、
譲
る
こ
と
、
イ
コ
ー
ル
自
分
が
当
初
想
定

し
て
い
た
１
０
０
％
の
成
果
が
損
な
わ
れ
る
、

欠
け
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

違
い
は
、
完
璧
主
義
で
、
こ
だ
わ
り
が
強
く
、

保
守
的
で
案
外
と
頑
固
な
日
本
の
文
化
を
よ
く

表
し
て
い
る
気
が
す
る
▼
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

交
わ
さ
れ
る
議
論
や
炎
上
し
た
案
件
を
見
て
い

る
と
、
「
○
○
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
○

○
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う
言
葉
を
振
り
か
ざ
し

て
い
る
場
面
を
よ
く
見
る
。
自
ら
の
信
念
や
正

義
感
を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
。
し
か
し
あ
く
ま

で
そ
れ
は
個
人
の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
時
の

状
況
や
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
は
そ
の
大
前

提
と
な
っ
て
い
る
基
準
は
変
わ
る
。
そ
れ
を
考

慮
せ
ず
、
こ
だ
わ
る
こ
と
は
自
ら
の
あ
し
か
せ

と
な
り
、
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

結
局
は
自
ら
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
「
べ
き
論
」
を
金
科
玉
条
と
し
て
過
剰

に
奉
る
こ
と
は
、
損
多
く
し
て
益
は
少
な
い
。

特
に
こ
の
変
化
の
激
し
い
時
代
で
は
な
お
さ
ら

だ
▼
製
造
業
を
見
て
も
、
い
ま
だ
に
か
つ
て
の

成
功
体
験
や
景
気
の
良
い
時
の
考
え
方
や
仕
組

み
の
ま
ま
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
を
よ
く
見
か
け
る
。
今
の
よ
う
に
物
が
あ
ふ

れ
て
い
て
、
隙
間
を
見
つ
け
て
、
工
夫
し
て
売

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
現
代
と
は
違
い
、
昔
は

物
を
作
れ
ば
売
れ
た
時
代
。
そ
の
時
を
基
準
と

し
て
作
ら
れ
た
「
べ
き
論
」
は
、
今
で
は
あ
し

か
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
残
す
も
の

と
変
え
る
も
の
を
見
極
め
整
理
し
、
新
た
な
時

代
の
「
べ
き
論
」
を
作
る
時
期
に
来
て
い
る
。

こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
下
、
今
ま
で
の
や
り
方

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
得
ら
れ
る
も
の
も
得
ら

れ
な
く
な
る
。
ど
こ
か
で
妥
協
し
、
得
る
も
の

を
得
て
次
に
進
む
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
こ
そ
が

Ｄ
Ｘ
で
い
う
と
こ
ろ
の
Ｘ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
だ
。

古い「べき論」にこだわらない　新たな時代の「べき論」にアップデート

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ「
2022
―
26
年
度
電
気
計
測
器
需
要
見
通
し
」

年
平
均
1.3
％
増
で
成
長

26
年
度
、7104
億
円
ま
で
拡
大

　
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
は
、
２
０
２
６
年
度
ま
で
の
電
気

計
測
器
の
需
要
見
通
し
を
調
査
し
、
結
果
を
公
表
し
た
。
２
０
２
２
年
度
は
投
資
は

旺
盛
だ
が
、
部
材
不
足
や
地
政
学
リ
ス
ク
が
響
き
、
国
内
＋
輸
出
額
は
21
年
度
か
ら

横
ば
い
の
６
７
４
１
億
円
。
以
降
も
脱
炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
投
資
増
加
に
よ
っ

て
年
平
均
１
・
３
％
成
長
率
で
成
長
し
、
２
０
２
６
年
度
に
は
７
１
０
４
億
円
ま
で

拡
大
す
る
見
通
し
。

　
２
０
２
１
年
度
の
電
気
計

測
器
全
体
（
国
内
売
上
＋
輸

出
）
は
、
関
連
す
る
ほ
と
ん

ど
の
業
種
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
か
ら
回

復
し
、
特
に
半
導
体
製
造
装

置
に
関
係
す
る
製
品
群
で
見

込
み
を
上
回
り
、
18
年
度
の

水
準
を
超
え
る
大
幅
増
と
な

る
13
・
６
％
増
、
プ
ラス

８
０
５

億
円
の
６
７
４
１
億
円
と
な

っ
た
。
海
外
拠
点
の
売
上
高

を
含
む
、
「
国
内
＋
輸
出
＋

海
外
拠
点
」
で
は
、
12
・
４

％
増
の
８
７
１
２
億
円
の
大

幅
増
と
な
っ
た
。

　
22
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

深
刻
な
景
気
低
迷
か
ら
回
復

に
向
か
い
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
投
資
が
増
加
す

る
一
方
で
、
中
国
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
、
為
替
変
動
、
半

導
体
を
は
じ
め
と
す
る
部
材

不
足
な
ど
不
安
定
な
要
因
が

残
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
６
７

８
４
１
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。
「
国
内
＋
輸
出
＋
海
外

拠
点
」
で
は
、
０
・
５
％
増

の
８
７
５
３
億
円
。

　
23
年
度
以
降
は
、
電
力
確

保
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

た
投
資
の
加
速
な
ど
の
増
加

要
因
が
あ
り
、
地
政
学
リ
ス

ク
が
下
が
り
、
材
料
高
騰
な

ど
も
落
ち
着
く
こ
と
を
見
込

み
、
22
〜
26
年
度
の
年
平
均

成
長
率
は
プ
ラス

１
・
３
％
と
予

測
。
「
国
内
＋
輸
出
＋
海
外

拠
点
」
で
は
、
新
分
野
へ
の

投
資
が
加
速
さ
れ
、
26
年
度

に
は
21
年
度
比
７
・
４
％
増

の
９
３
６
０
億
円
に
達
す
る

と
見
通
し
て
い
る
。

日系企業の世界生産額推移

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ「
電
子
情
報
産
業
世
界
生
産
見
通
し
」

23
年
度
過
去
最
高
3.5
兆
㌦

　
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
電
子
情
報
産
業
の
世
界
生
産
見

通
し
を
発
表
し
た
。
２
０
２
２
年
の
世
界
生
産
額
は
前
年
比
１
％
増
の
３
兆
４
３
６

８
億
㌦
と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
。
23
年
は
Ｄ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
向
け

需
要
で
電
子
部
品
が
伸
び
、
３
％
増
の
３
兆
５
２
６
６
億
㌦
で
過
去
最
高
を
更
新
す

る
見
通
し
と
し
た
。

　
22
年
の
世
界
生
産
（
ド
ル

ベ
ー
ス
）
は
、
21
年
の
特
需

の
反
動
や
消
費
減
速
に
よ
っ

て
電
子
機
器
と
部
品
・
デ
バ

イ
ス
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

が
、
自
動
車
や
産
業
部
門
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ー
タ

利
活
用
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
が
好
調
で
、
前
年

比
１
％
増
の
３
兆
４
３
６
８

億
㌦
。
う
ち
電
子
機
器
と
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
を
合
わ

せ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
生
産

額
は
２
兆
２
４
６
１
億
㌦

（
３
％
減
）
と
な
っ
た
。

　
23
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
や
中
国
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政

策
の
長
期
化
懸
念
な
ど
不
透

明
感
は
あ
る
が
、
各
国
イ
ン

フ
レ
が
落
ち
着
き
、
景
気
対

策
で
経
済
の
安
定
成
長
が
見

込
ま
れ
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ブ
ス
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
自

動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
や
安
全
性
能

強
化
の
た
め
の
電
装
化
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
、
環
境
対
応
向
け

の
需
要
な
ど
で
電
子
部
品
の

伸
長
が
期
待
で
き
、
23
年
の

見
通
し
は
３
％
増
の
３
兆
５

２
６
６
億
㌦
と
な
る
見
通

し
。

　
日
系
企
業
の
生
産
見
通
し

（
円
ベ
ー
ス
）
で
は
、
円
安

で
価
格
競
争
力
の
強
ま
っ
た

プ
リ
ン
タ
や
デ
ジ
カ
メ
、
電

気
計
測
器
等
が
プ
ラ
ス
と
な

る
ほ
か
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化

や
自
動
運
転
向
け
に
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
の
搭
載
数
が

増
加
し
、
円
安
の
底
上
げ
も

あ
り
、
22
年
の
日
系
企
業
の

生
産
額
（
海
外
生
産
分
含

む
）
は
８
％
増
の
39
兆
４
８

３
７
億
円
に
な
る
見
込
み
。

今
後
は
脱
炭
素
化
、
リ
モ
ー

ト
の
定
着
、
工
場
自
動
化
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
可
視

化
な
ど
新
た
な
価
値
創
出
が

加
速
し
、
デ
ー
タ
連
携
や
Ａ

Ｉ
・
デ
ー
タ
解
析
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な

ど
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
と
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
拡

大
が
期
待
で
き
る
。
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
で
も
自
動
車

の
生
産
回
復
と
環
境
対
応
、

自
動
運
転
な
ど
を
背
景
に
プ

ラ
ス
成
長
を
見
込
み
、
23
年

の
日
系
企
業
生
産
額
は
対
前

年
３
％
増
の
40
兆
７
５
９
９

億
円
の
プ
ラ
ス
成
長
と
予
測

し
て
い
る
。

　
国
内
生
産
は
、
22
年
は
２

％
増
の
11
兆
１
２
４
３
億
円

の
見
通
し
。
23
年
は
、
医
用

電
子
機
器
や
電
気
計
測
器
の

生
産
増
、
パ
ワ
ー
半
導
体
な

ど
半
導
体
需
要
も
堅
調
に
推

移
し
、
さ
ら
に
増
産
の
た
め

の
設
備
需
要
、
生
産
現
場
の

自
動
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

投
資
拡
大
な
ど
が
電
子
部
品

や
半
導
体
の
生
産
・
輸
出
増

加
に
つ
な
が
り
、
３
％
増
の

11
兆
４
０
２
９
億
円
と
予

測
。
国
内
生
産
比
率
は
35
％

で
、
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
バ

イ
ス
」
（
日
系
国
内
生
産
比

率
83
％
）
、
「
電
気
計
測

器
」
（
69
％
）
、
「
医
用
電

子
機
器
」
（
67
％
）
、
「
サ

ー
バ
・
ス
ト
レ
ー
ジ
」
（
57

％
）
、
「
半
導
体
」
（
50

％
）
、
な
ど
、
高
度
な
信
頼

性
や
品
質
を
要
求
さ
れ
る
分

野
で
は
、
引
き
続
き
高
い
国

内
生
産
比
率
が
維
持
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
は
本
号
を
今
年
の

納
刊
号
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
１
年
間
ご
愛
読

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
新
年
は
１
月
11
日
付

「
新
年
Ｆ
Ａ
特
集
号
」
と

し
て
発
行
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
引
き
続
き
ご
愛
読

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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か
、
ア
ル
ミ
ベ
ー
ス
プ
レ
ー

ト
に
よ
り
装
置
筐
体
へ
の
伝

導
放
熱
が
可
能
。
ベ
ー
ス
プ

レ
ー
ト
温
度
０
℃
〜
55
℃
、

周
囲
温
度
マ
イ

ナ
ス

10
℃
〜
70
℃
の

広
い
温
度
範
囲
に
も
対
応
し

て
い
る
。

　
全
世
界
に
対
応
す
る
安
全

規
格
と
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ
に

対
応
し
、
Ｕ
Ｌ
（
ア
メ
リ

カ
）
、
Ｃ
―
Ｕ
Ｌ
（
カ
ナ

ダ
）
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
Ｏ
（
デ
ン

マ
ー
ク
、
取
得
申
請
中
）
認

証
済
み
。
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ

は
低
電
圧
指
令
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ

指
令
に
適
合
し
て
い
る
。

　
出
力
電
圧
48
Ｖ
と
65
Ｖ
の

２
機
種
を
発
売
し
、
一
般
産

業
向
け
機
器
、
半
導
体
製
造

装
置
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
機

器
、
医
用
機
器
で
の
利
用
を

対
象
と
す
る
。

　
三
菱
電
機
は
、
防
犯
機
器

や
高
齢
者
施
設
で
の
見
守

り
、
空
調
機
器
、
人
数
カ
ウ

ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
ス

マ
ー
ト
ビ
ル
、
体
表
面
温
度

測
定
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で

人
・
物
の
識
別
、
行
動
把
握

を
高
精
度
に
実
現
す
る
サ
ー

マ
ル
ダ
イ
オ
ー
ド
赤
外
線
セ

ン
サ
ー
「
Ｍ
ｅ
ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｒ

（
メ
ル
ダ
ー
）
」
の
新
製
品

と
し
て
、
２
０
０
℃
ま
で
温

度
測
定
が
可
能
な
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ

８
０
６
０
Ｂ
３
」
＝
写
真
＝

を
２
０
２
３
年
２
月
１
日
か

ら
サ
ン
プ
ル
提
供
開
始
す

る
。

　
同
製
品
は
、
信
号
処
理
と

レ
ン
ズ
の
最
適
化
に
よ
り
、

従
来
製
品
で
は
検
知
で
き
な

か
っ
た
60
℃
以
上
２
０
０
℃

ま
で
の
温
度
が
測
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
高
温
と
な
る

調
理
中
の
具
材
や
調
理
器

具
、
工
場
設
備
な
ど
の
温
度

分
布
測
定
が
可
能
。
78
×
53

度
の
広
画
角
と
80
×
60
画
素

の
高
画
素
で
、
広
範
囲
な
温

度
測
定
、
人
・
物
の
識
別
や

行
動
把
握
を
実
現
。
検
知
可

能
な
温
度
範
囲
を
拡
大
し
、

例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
で
は
コ
ン

ロ
全
体
の
温
度
分
布
だ
け
で

な
く
、
コ
ン
ロ
前
の
人
の
有

無
も
検
知
で
き
る
た
め
、
発

火
予
防
な
ど
安
心
・
安
全
な

調
理
空
間
も
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
工
場
の
高
温
設
備
監
視
で

は
、
よ
り
広
範
囲
で
温
度
分

布
の
測
定
が
で
き
、
人
の
有

無
や
行
動
把
握
と
設
備
の
高

温
分
布
検
知
を
同
時
に
行
う

こ
と
で
、
設
備
の
異
常
検
知

な
ど
工
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
最
適
化
や
安
全
性
改
善
が

可
能
に
な
る
。

　
ダ
イ
ヘ
ン
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
）

で
ワ
ー
ク
を
撮
影
し
、
溶
接

し
た
い
箇
所
を
選
択
す
る
だ

け
で
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
自
動
生
成
す
る
教
示
レ
ス

シ
ス
テ
ム
を
発
売
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
は
ロ
ボ

ッ
ト
教
示
作
業
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
成
に
か
か
る
作
業
者
の

負
担
増
が
大
き
な
障
壁
と
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
オ
フ
ラ
イ
ン
教

示
と
レ
ー
ザ
セ
ン
サ
の
併
用

や
Ａ
Ｉ
を
利
用

し
た
シ
ス
テ
ム

等
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
専
門

的
な
知
識
と
技

術
が
必
要
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
結
局
は

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
必
要
が

あ
り
、
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
が

高
額
な
た
め
採
用
が
一
部
に

限
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
同
製
品
は

　
川
崎
重
工
業
は
、
物
流
拠

点
や
工
場
内
で
、
人
の
代
わ

り
に
パ
レ
ッ
ト
か
ら
の
荷
降

ろ
し
を
自
動
化
す
る
デ
パ
レ

タ
イ
ズ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
３
次
元
Ａ
Ｉ

ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
ケ
ー

ス
を
認
識
し
、
事
前
の
品
種

・
積
み
付
け
パ
タ
ー
ン
登
録

が
一
切
不
要
（
マ
ス
タ
ー
レ

ス
）
で
単
載
・
混
載
を
問
わ

ず
ケ
ー
ス
を
荷
降
ろ
し
す

る
。
特
殊
な
形
状
の
ケ
ー
ス

が
流
通
し
て
も
、
追
加
学
習

で
認
識
可
能
。
パ
レ
ッ
ト
上

か
ら
の
荷
降
ろ
し
処
理
能
力

は
標
準
シ
ス
テ
ム
で
１
時
間

に
６
５
０
個
以
上
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
置
き
位
置
を
登

録
す
る
だ
け
で
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
動
的
に
動
作
で
き
る
た

め
、
シ
ス
テ
ム
ア
ッ
プ
期
間

の
短
縮
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
９
社
（
永

光
産
業
、エ
イ
ブ
ル
精
機
、Ｆ

Ａ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
カ
ネ
シ
ョ

ー
、
三
機
工
業
、
シ
ン
テ
ッ

ク
、
智
頭
電
機
、
ポ
ッ
カ
マ

　
コ
ー
セ
ル
は
、
三
相
ワ
イ
ド

入
力
伝
導
放
熱
タ
イ
プ
大
電
力

Ａ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
電
源
「
Ｈ
Ｃ
Ａ
シ

リ
ー
ズ
」
の
３
５
０
０
Ｗ
モ
デ

ル
を
発
売
し
た
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
同
製
品
は
、
高
周
波
ア
ン

プ
や
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど

の
産
業
機
器
で
高
効
率
化
の

た
め
４
０
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
入
力
化

へ
の
要
求
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
標
準
対
応
し
て

い
な
か
っ
た
65
Ｖ
出
力
の
要

求
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
開
発
し
た
大
電
力
Ａ
Ｃ

―
Ｄ
Ｃ
電
源
。
デ
ル
タ
と
ス

タ
ー
で
使
用
可
能
な
三
相
ワ

イ
ド
入
力
と

し
、
３
φ
　

１
８
０
Ｖ
Ａ

Ｃ
〜
５
２
８

Ｖ
Ａ
Ｃ
仕
様

と
す
る
こ
と

で
世
界
各
国
の
電
圧
に
対
応

可
能
。
地
域
ご
と
で
の
電
源

変
更
が
不
要
と
な
り
、
構
造

共
通
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
一
般
産
業
機
器
向
け
Ａ
Ｃ

―
Ｄ
Ｃ
電
源
と
し
て
は
、
業

界
最
高
ク
ラ
ス
の
電
力
変
換

効
率
94
％
（
４
０
０
Ｖ
Ａ
Ｃ

入
力
時
）
を
実
現
し
た
ほ

伝
導
放
熱
タ
イ
プ
大
電
力
Ａ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
電
源　

三
相
ワ
イ
ド
入
力

コーセル
　
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
今
後

普
及
が
拡
大
す
る
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
市

場
に
向
け
て
、
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス

テ
ム
「
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｐ
―
Ａ
シ
リ

ー
ズ
」
を
２
０
２
３
年
５
月

に
発
売
す
る
。

　
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス
テ
ム
は
、

「
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
　
ｔ
ｏ

　
Ｘ
」
と
し
て
電
気
自
動
車

と
何
か
（
Ｘ
）
と
の
接
続
や

相
互
連
携
を
総
称
す
る
技
術

で
、
電
気
自
動
車
を
蓄
電
池

と
し
て
扱
い
、
家
や
建
物
な

ど
に
給
電
す
る
仕
組
み
の
こ

と
。

　
同
製
品
は
、
Ｖ
２
Ｘ
用
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
と
Ｅ

Ｖ
ユ
ニ
ッ
ト
を
分
離
し
た
独

自
の
シ
ス
テ
ム
設
計
で
小
型

化
を
実
現
し
、
場
所
を
と
ら

ず
狭
小
地
で
の
設
置
を
可
能

と
し
た
。
Ｅ
Ｖ
ユ
ニ
ッ
ト
は

設
置
環
境
に
応
じ
て
壁
取
付

タ
イ
プ
と
自
立
タ
イ
プ
か
ら

選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
放
電

ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す
る
コ
ネ

ク
タ
ホ
ル
ダ
を
筐
体
の
左
右

ど
ち
ら
で
も
取
り
付
け
で

き
、
設
置
自
由
度
を
高
め
て

い
る
。

　
本
体
も
25
㌔
㌘
前
後
に
軽

量
化
し
、
作
業
者
一
人
で
機

器
の
持
ち
運
び
や
取
り
付
け

が
で
き
、
機
器
の
運
搬
や
工

事
な
ど
施
工
面
で
の
コ
ス
ト

削
減
に
も
貢
献
す
る
。

　
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス
テ
ム
単
体
で

の
導
入
を
は
じ
め
、
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
と
の
セ
ッ

ト
や
、
メ
ー
カ
ー
を
問
わ
ず

既
設
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
と
も
接
続
で
き
、
既
に
蓄

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
済
み
の

顧
客
に
も
導
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
機
器
部
品
営
業
が
取
引
し
て

い
る
顧
客
に
は
多
く
の
部
署
組

織
が
あ
る
。
国
内
の
製
造
業
が

生
産
力
を
強
化
し
、
生
産
効
率

を
上
げ
る
た
め
に
機
械
や
装
置

の
自
動
化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て

い
た
時
代
に
、
制
御
機
器
や
部

品
を
取
り
扱
う
販
売
店
は
大
き

く
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
。
そ

う
し
た
経
緯
か
ら
販
売
員
は
製

造
現
場
の
技
術
者
や
制
御
機
器

部
品
を
使
用
す
る
設
計
者
と
接

触
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

　
技
術
者
と
の
接
触
に
よ
り
技

術
的
な
ス
キ
ル
が
向
上
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
売
り
上
げ
は
上
が

っ
た
。
し
た
が
っ
て
販
売
員
が

培
っ
た
技
術
的
ス
キ
ル
向
上
が

販
売
店
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
販
売
店
の
成
長
は
端
的
に

言
っ
て
顧
客
数
の
増
加
な
し
で

は
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
毎
年
伸
び
続
け
て

い
た
時
に
は
製
造
業
は
増
え
、

全
国
に
工
場
が
建
っ
た
。
販
売

員
は
新
し
く
で
き
た
工
場
へ
押

し
か
け
て
行
き
、
顧
客
を
増
や

し
続
け
た
。
そ
の
過
程
で
新
規

開
拓
力
も
上
が
っ
た
。
90
年
代

に
入
り
超
円
高
に
よ
っ
て
製
造

業
は
わ
れ
も
わ
れ
も
と
、
こ
ぞ

っ
て
海
外
へ
出
て
行
っ
た
た
め

に
国
内
に
工
場
が
建
つ
件
数
は

か
な
り
減
り
、
新
規
客
の
開
拓

は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
国
が
発
展
す
る
段
階
で
中
所

得
国
の
わ
な
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
発
展
途
上
国
が
国
民
所
得

１
万
㌦
前
後
で
成
長
が
鈍
化
し

な
か
な
か
１
万
㌦
の
壁
を
突
破

で
き
な
い
こ
と
を
指
し
て
い

る
。
経
済
に
勢
い
が
つ
い
て
そ

の
規
模
が
順
調
に
伸
び
て
き
た

新
興
国
も
１
万
㌦
付
近
で
国
の

施
策
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
い
か

に
難
し
い
か
を
示
し
て
い
る
。

　
機
器
や
制
御
部
品
の
販
売
店

の
場
合
に
１
万
㌦
の
壁
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
や
は
り
客
数
で
あ
る
。
客

数
と
は
口
座
数
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
製
造
技
術
部
や
設
計
技
術

部
な
ど
の
部
署
を
一
つ
の
客
数

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
数
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
制
御
盤
や
治

具
装
置
を
つ
く
っ
て
い
る
ベ
ン

ダ
ー
に
は
客
数
は
少
な
い
が
中

堅
や
大
手
の
製
造
業
に
は
た
く

さ
ん
の
部
署
が
あ
り
、
多
く
の

客
数
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
昭
和
時
代
に
販
売
店
は
営
業

の
人
数
を
一
人
、
二
人
と
増
や

し
続
け
た
。
平
成
に
入
り
数
年

に
一
人
増
え
る
程
度
に
な
っ

て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
付
近

か
ら
横
ば
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
難
し
い
新
規
客
開

拓
を
置
い
て
お
い
て
、
得
意
先

で
発
生
す
る
需
要
を
１
円
で
も

逃
が
さ
な
い
営
業
活
動
に
頼
っ

て
き
た
か
ら
と
言
え
る
。

　
つ
ま
り
取
引
口
座
数
や
部
署

数
が
増
え
て
な
い
し
、
入
れ
替

わ
り
も
少
な
く
、
顔
ぶ
れ
に
さ

し
た
る
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
新
興
国
が

中
所
得
の
わ
な
か
ら
抜
け
出
し

て
さ
ら
に
成
長
す
る
の
に
国
が

難
し
い
か
じ
取
り
を
し
た
よ
う

に
、
販
売
店
は
新
規
口
座
開
拓

や
顧
客
内
の
新
規
部
署
開
拓
が

難
し
い
か
ら
と
い
っ
て
逃
げ
の

手
を
打
つ
の
で
は
な
く
、
難
し

い
か
ら
こ
そ
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
で
次
の
成
長
の
段
階
が
見

え
て
く
る
の
だ
。

　
販
売
員
は
売
り
上
げ
の
上
が

る
こ
と
を
し
た
い
。
販
売
員
は

顧
客
が
喜
ぶ
こ
と
を
し
た
い
。

こ
の
二
つ
を
満
た
そ
う
と
し
て

日
々
汗
を
流
し
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
ア
ン
ド
条
件
を
満
た
す

た
め
に
自
動
制
御
業
界
の
成
長

期
に
は
商
品
を
よ
く
学
び
、
商

品
を
紹
介
す
れ
ば
顧
客
は
喜
ん

で
く
れ
た
。

　
し
か
し
最
近
の
若
手
販
売
員

は
こ
れ
ま
で
顧
客
が
喜
ん
で
く

れ
た
や
り
方
で
は
顧
客
は
あ
ま

り
喜
ば
な
く
な
っ
た
し
、
新
規

客
の
場
合
は
、
ぶ
ぜ
ん
と
さ
え

す
る
こ
と
が
多
い
と
言
う
。
こ

の
方
法
で
は
売
り
上
げ
を
上
げ

た
い
と
思
っ
て
も
顧
客
が
喜
ば

な
い
た
め
に
、
そ
れ
ほ
ど
熱
心

に
や
ら
な
く
な
る
。
顧
客
が
喜

ば
ず
し
て
新
規
客
が
喜
ぶ
は
ず

が
な
い
。

　
つ
ま
り
客
数
は
増
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
若
手
販
売
員
は
売

り
上
げ
を
上
げ
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
な
ら
自
分
の
顧
客
が
喜

ぶ
こ
と
と
は
何
な
の
か
知
る
べ

き
な
の
だ
。
親
し
い
技
術
者
に

聞
い
て
み
る
の
も
手
で
あ
る

し
、
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
実

行
し
顧
客
の
反
応
を
よ
く
見
る

こ
と
で
も
い
い
。
そ
う
す
れ
ば

顧
客
の
中
の
立
場
の
違
い
や
若

手
か
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
か
に
よ

っ
て
も
反
応
の
違
う
の
が
分
か

る
。
分
か
っ
た
こ
と
を
新
規
客

開
拓
時
に
役
立
て
ば
い
い
の

だ
。

顧
客
が
喜
ぶ
こ
と
と
は
何
な
の
か

反
応
の
違
い
を
開
拓
に
役
立
て
る

�

HCAシリーズ

オムロンソーシアルソリューションズ
小型V2Xシステム

高い設置自由度

三菱電機
赤外線センサー

２００
℃
ま
で
測
定
可
能

工
場
設
備
、キ
ッ
チ
ン
の
温
度
管
理

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
ｉ
ア
プ
リ
上
で
Ａ

Ｒ
マ
ー
カ
と
溶
接
対
象
物
を

撮
影
し
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

溶
接
し
た
い
箇
所
の
タ
グ
を

タ
ッ
チ
し
て
溶
接
開
始
・
終

了
点
や
補
間
種
別
を
リ
ス
ト

か
ら
選
択
す
る
だ
け
で
自
動

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
成
さ
れ

ロ
ボ
ッ
ト
に
転
送
さ
れ
て
作

業
が
完
了
。
ロ
ボ
ッ
ト
操
作

に
な
れ
て
い
な
く
て
も
簡
単

に
実
行
で
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
に
要
す
る
時
間
を
最
大

60
％
削
減
。
市
販
品
の
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
を
活
用
し
、

専
用
の
視
覚
セ
ン
サ
等
も
不

要
と
す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム

を
安
価
に
抑
え
て
い
る
。

上
位
シ
ス

テ
ム

と
通
信
可
能

Ｉ
／
Ｏ
タ
ー
ミ
ナ
ル

コ
ガ
ネ
イ

　
コ
ガ
ネ
イ
は
、
装
置
末
端

の
電
気
信
号
を
集
約
し
上
位

シ
ス
テ
ム
と
通
信
可
能
な
Ｉ

／
Ｏ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
発
売
し

た
。
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
可
能
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
構

成
と
拡
張
性
を
備
え
、
小
型

で
ス
リ
ム
形
状
で
設
置
ス
ペ

ー
ス
も
削
減
。
電
線
を
挿
し

込
む
だ
け
で
接
続
で
き
る
Ｐ

ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
接
続
の
採
用

で
配
線
作
業
を
効
率
化
。
Ｄ

Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
取
り
付
け
と
ダ

イ
レ
ク
ト
マ
ウ
ン
ト
の
２
種

類
の
取
り
付
け
方
法
を
用
意

し
て
い
る
。

丸
物
部
品
の　

提
供
を
開
始　

ミ
ス
ミ
　
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ

　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

は
、
デ
ジ
タ
ル
機
械
部
品
調

達
サ
ー
ビ
ス
「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ

（
メ
ビ
ー
）」
に
つ
い
て
切
削

加
工
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

拡
大
し
、
回
転
軸
や
シ
ャ
フ

ト
、
円
形
プ
レ
ー
ト
な
ど
丸

物
部
品
を
提
供
開
始
し
た
。

　
旋
盤
加
工
、
マ
シ
ニ
ン
グ

加
工
、
ワ
イ
ヤ
ー
加
工
に
加

え
、
部
品
の
硬
度
を
高
め
る

焼
き
入
れ
処
理
に
も
対
応
。

既
に
提
供
を
行
っ
て
い
る
板

金
・
角
物
部
品
に
加
え
、
丸

物
部
品
も
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
で
提

供
開
始
す
る
こ
と
で
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
購
入
可
能
な
部

品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
さ

ら
に
広
が
る
。
納
期
は
標
準

６
日
目
出
荷
か
ら
。
２
個
以

上
で
30
％
、
50
個
で
40
％
割

引
で
購
入
で
き
る

仏
・
Ｅ
Ｘ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
製

３
次
元
ピ
ッ
キ
ン
グ

日
本
国
内
販
売
開
始

オ
ー
ク
ラ
輸
送
機

　
オ
ー
ク
ラ
輸
送
機
は
、
フ

ラ
ン
ス
・
Ｅ
Ｘ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　

Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
エ
グ

ゾ
テ
ッ
ク
社
）
が
開
発
・
製

造
・
販
売
す
る
、
３
次
元
走

行
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ピ

ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
ｋ

ｙ
ｐ
ｏ
ｄ
（
ス
カ
イ
ポ
ッ

ド
）
」
＝
写
真
＝
の
販
売
代

理
契
約
を
締
結
し
、
日
本
国

内
で
販
売
開
始
し
た
。

　
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｏ
ｄ
は
、
前

後
、
左
右
、
上
下
に
、
自
在

に
走
行
す
る
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

が
、
ラ
ッ
ク
か
ら
商
品
の
入

っ
た
容
器
を
取
り
出
し
、
作

業
者
の
手
元
ま
で
自
動
搬
送

す
る
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
。
小
分
け
の
ピ
ッ
キ
ン
グ

作
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
Ｅ

コ
マ
ー
ス
品
の
物
流
倉
庫
で

は
、
作
業
時
間
の
６
割
が
ピ

ッ
キ
ン
グ
の
歩
行
時
間
と
さ

れ
る
上
、
取
り
間
違
い
も
発

生
し
が
ち
。
そ
れ
に
対
し
同

製
品
は
、
作
業
者
の
労
働
負

荷
軽
減
や
ミ
ス
防
止
に
加

え
、
大
幅
な
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

㊧
Ｖ
２
Ｘ
用
パ
ワ
ー
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ナ（
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｐ
―
Ａ
）

㊨
Ｅ
Ｖ
ユ
ニ
ッ
ト（
Ｋ
Ｐ
―

Ｄ
Ｄ
Ｖ
）

ダ
イ
ヘ
ン 

教
示
レ
ス
シ
ス
テ
ム

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
自
動
生
成

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
撮
影
す
る
だ
け

標準システム概要

物
流
分
野
向
け
デ
パ
レ
タ
イ
ズ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

パ
レ
ッ

ト
か
ら

荷
降
ろ
し
自
動
化

シ
ン
、
菱
和
電
機
）
と
協
業

し
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け

に
周
辺
機
器
を
含
め
た
シ
ス

テ
ム
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

川崎重工業

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２２年（令和４年）１２月２１日

監
督
者
は
作
業
の
流
れ
を
、

工
場
長
は
モ
ノ
づ
く
り
の
流
れ
を
、

社
長
は
儲
け
の
流
れ
を
見
よ
。

社
長
・
工
場
長
・

監
督
者
の
仕
事
と

目
の
付
け
所

急所80

る
役
割
は
別
々
の
よ
う
で
す

が
、
全
て
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
全
て
の
方
が
一
段
ず
つ

上
を
見
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
抜
け
が
な
く

し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
が
で

き
、
モ
ノ
づ
く
り
は
格
段
に

強
く
な
る
で
し
ょ
う
。

す
。

　
分
か
り
や
す
い
役
割
分
担

と
し
て
は
、
設
計
部
門
が
図

面
を
描
き
、
営
業
部
門
が
注

文
を
取
り
、
技
術
部
門
が
工

程
を
作
り
、
調
達
部
門
が
仕

入
れ
、
管
理
部
門
の
指
示
に

従
っ
て
製
造
部
門
が
生
産
す

る
と
い
っ
た
分
担
で
す
。

　
今
回
は
、
そ
れ
と
は
ち
ょ

っ
と
違
う
役
割
分
担
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
モ
ノ
づ

く
り
に
お
け
る
流
れ
を
ど
う

管
理
し
て
い
く
か
に
お
け
る

分
担
で
す
。

　
ま
ず
監
督
者
は
、
目
の
前

で
行
わ
れ
て
い
る
作
業
の
流

れ
を
見
て
、
良
い
モ
ノ
が
上

手
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
て

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

す
る
の
が
仕
事
で
す
。
現
場

観
察
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
ね
。

　
次
に
工
場
長
は
、
必
要
な

時
に
必
要
な
材
料
が
そ
ろ

い
、
決
め
ら
れ
た
品
質
の
製

品
を
安
全
に
効
率
よ
く
予
定

通
り
に
造
っ
て
出
荷
さ
れ
る

よ
う
に
、
全
体
を
見
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
指
示
し
て
、
モ
ノ

づ
く
り
が
流
れ
る
よ
う
に
す

る
の
が
仕
事
で
す
。
こ
ち
ら

も
現
場
を
し
っ
か
り
観
察
し

て
、
発
生
し
た
ム
リ
・
ム
ダ

・
ム
ラ
を
素
早
く
発
見
し
て

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。

　
そ
し
て
経
営
者
の
仕
事

は
、
会
社
の
み
ん
な
が
各
自

仕
事
を
き
ち
ん
と
行
え
ば
確

実
に
利
益
が
あ
が
る
よ
う

に
、
儲
け
の
流
れ
が
機
能
し

て
い
る
か
を
見
る
こ
と
で

す
。
全
社
を
把
握
し
て
、
モ

ノ
づ
く
り
の
方
向
性
を
決
め

て
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
仕
事

を
作
っ
て
取
っ
て
き
て
、
工

場
が
儲
か
る
よ
う
に
す
る
の

が
仕
事
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
お
け

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
不
慣

れ
な
作
業
者
が
い
た
ら
作
業

の
や
り
方
を
教
え
、
滞
っ
て

い
る
所
が
あ
っ
た
ら
応
援
の

手
配
を
す
る
な
ど
、
作
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に

調
達
先
の
選
定

　
制
御
盤
の
設
計
・

製
造
工
程
を
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
使
っ
て
効

率
化
し
、
制
御
盤
関

連
各
社
の
体
質
強
化

を
実
現
す
る
「
制
御

盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し

そ
こ
に
至
る
ま
で
は

い
く
つ
も
の
壁
・
ハ

ー
ド
ル
が
存
在
す

る
。
日
本
電
機
工
業

会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制

御
盤
２
０
３
０
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
、
制
御
盤
の
制
作

工
程
の
将
来
の
形
と

し
て
「
制
御
盤
２
０

３
０
」
を
提
示
し
、

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑬
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
そ

れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製

造
業
界
向
け
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で

は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、

制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る

壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

　
部
品
の
調
達
工
程
に
つ
い
て
、
設

計
部
門
が
作
成
し
た
部
品
表
か
ら
、

調
達
部
門
が
調
達
先
を
選
定
し
調
達

す
る
。
調
達
先
は
以
前
か
ら
付
き
合

い
の
あ
る
商
社
や
機
器
メ
ー
カ
ー
で

固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
納

期
・
価
格
等
で
最
適
で
な
い
、
他
の

業
者
が
早
く
、
安
い
こ
と
も
あ
る
。

最
適
な
調
達
先
を
選
定
す
る
に
は
、

複
数
社
に
対
し
て
相
見
積
も
り
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

　
解
決
策
と
し
て
は
、
最
も
頻
繁
に

普
段
づ
か
い
を
す
る
チ
ャ
ネ
ル
で
あ

る
機
器
メ
ー
カ
ー
や
販
売
代
理
店
と

日
常
的
に
良
好
な
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
に
加
え
、
ミ
ス
ミ
や
モ
ノ
タ

ロ
ウ
と
い
っ
た
制
御
盤
用
部
品
を
取

り
扱
う
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
も
活
用
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
オ
ン
ラ
イ
ン
見
積

り
を
通
じ
て
納
期
や
価
格
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
も
有
効
と
な
る
。
機
器

メ
ー
カ
ー
も
こ
う
し
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

へ
の
機
器
の
出
品
や
、
自
社
の
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
を
整
備
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
見

積
も
り
・
納
期
確
認
、
販
売
が
で
き

れ
ば
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を

活
用
し
た
最
適
調
達
を
さ
ら
に
加
速

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

制御部品のECサイト活用も

　
モ
ノ
づ
く
り
を
上
手
に
行

う
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ

た
仕
事
の
分
担
を
し
て
い
ま

■ 三菱電機、FAサイトで「スマート工場
EXPOオンライン」出展報告ページを公
開

　三菱電機は、11月3日～12月2日にかけて
オンラインで行われた「スマート工場
EXPOオンライン展」での出展内容を紹介
する報告ページを、FAサイトで公開した。
出展テーマは「ハードだけじゃない。ソフ
ト も 凄 い 、三 菱 電 機 。 ～ D i g i t a l 
Manufacturing～」で、3Dシミュレータ
「MELSOFT  G em i n i」、SCADA
「GENESIS64」、データサイエンスツー
ル「MELSOFT MaiLab」、AI搭載映像
分析ツール「GX VideoViewerPro」など
最新の「凄い！」ソフトウェア製品群を紹
介した。
■ オプテックス・エフエー、「国際画像機器
展2022展示会レポート」公開　動画で紹
介
　オプテック
ス・エフエー
は、12月7日か
ら9日までパ
シフィコ横浜
でで行われた
「国際画像機
器展2022」に
出展し、その
様子を動画で紹介する展示会レポートを公
開した。
　新製品のFALUX sensing +搭載のコン
トローラとLED照明や、オプテックスグ
ループのミツテックの外観検査装置などを
展示。
　セミナーでは「画像処理用LED照明の
最新動向～業界初・明るさと照明個体の見
える化技術～」を実施。業界初の明るさモ
ニタリング・補正が可能な「センシング
LED照明」の新技術FALUX sensing＋を
はじめ、IoT時代に適した照明・コントロ
ーラの選び方と管理方法を紹介した。セミ
ナーは1月20日までアーカイブ配信してい
る。

■ カナデン、「AI生産スケジューラ『最適
ワークス』」初期設定サポート費用半額
キャンペーン

　カナデンは、スカイディスク社の「AI
生産スケジューラ『最適ワークス』」につ
いて、12月28日までの申し込みで初期設定
サポート費用が半額になるキャンペーンを
実施している。先着3社限定。
　『最適ワークス』は、月額5万円から導
入できる生産スケジューラ。AIサポート
で簡単に生産計画を立案できるのが特徴。
「作業計画やスケジュール管理をExcelな
どのガントチャートで手動管理している」
「生産計画の作成・見直しに時間が掛かっ
ている」「生産計画の作成・見直しを特定
のベテラン担当者が行っている」「制約条
件が多く、既存パッケージソフトでは価格
的に導入検討できない」などに課題を持っ
ている人に最適。
■ リタール、ブログ公開「安全な制御盤を
実現するには？筐体選びのポイント～制
御盤の国際規格～」

　リタールは同社ブログで制御盤の筐体選
びのポイントについて紹介した記事「安全
な制御盤を実現するには？筐体選びのポイ
ント～制御盤の国際規格～」を公開した。
■ 静岡市上下水道局とアズビル金門、東芝
インフラシステムズなど6社、スマート
水道メーター実証実験

　静岡市上下水道
局、アズビル金門、
東芝インフラシステ
ムズ、日本ウォータ
ーソリューション、
Toshin、中部電力
株式会社は、中部電
力の電力スマートメ
ーター通信網を活用
した水道自動検針のアタッチメント型スマ
ート水道メーターについて、静岡市で実証
実験を行う。
　実証試験で用いるアタッチメントは、画
像撮影やメーター指示値の読取（OCR）
機能を備え、電子式水道メーターに取替す
ることなく、既存の水道メーターで自動検
針が可能。内蔵の振動センサにより、近傍
管路（宅内・道路側）の漏水検知が可能と
なっている。
　実証試験では、静岡市清水区の住宅エリ
アで、電力スマートメーター通信網による
通信を活用して、アタッチメントでの既存
水道メーターでの自動検針、管路漏水検知

機能の評価と有用性を検証し、自動検針の
導入コスト削減と、漏水検知による有収率
の向上を目指す。
■ セイコーエプソン、高熱伝導性セラミッ
ク ス 素 材 開 発 の ス タ ー ト ア ッ プ
「U-MAP」に出資

　セイコーエプソンと子会社のエプソンク
ロスインベストメントは、高熱伝導性セラ
ミックス素「Thermalnite」とその応用部
材を開発・製造するスタートアップ企業の
株式会社U-MAPに出資した。
　U-MAPは、機器部材を高熱伝導化する
ことで素材自体の力で効率的に放熱を行う
ことができる高熱伝導性セラミックス素材
「Thermalnite」を開発したスタートアッ
プ。「Thermalnite」は、セラミックスや
樹脂材料に充填されるフィラーと呼ばれる
添加剤で、これを少し混合するだけで、熱
伝導や機械強
度を向上させ
る革新的フィ
ラー材料とな
っている。よ
り軽く、加工
しやすい材料
で、スマート
フォンをより
軽く、電池寿命も向上、厳しい環境である
産業機器や航空宇宙機器にも活用できる素
材として、注目されている。
■ 日東工業、本社・名古屋工場 イルミネ
ーション点灯開始。一部電源に太陽光発
電を使用

　日東工業
は、本社・名
古屋工場のイ
ルミネーショ
ンの点灯を12
月から開始し
ている。期間
は12月28日ま
で。イルミネーションの一部電源に「独立
電源システム」を使い、昼間に太陽光パネ
ルで発電し、蓄電池に蓄えた電気を使用し
ている。
■ ヒルシャー、「EtherCAT採用セミナ」
出展報告ページを公開

　ヒルシャー・ジャパンは、12月7日に行
われたEtherCAT Technology Group日本
オフィス主催の「EtherCAT採用セミナ」
に出展し、その内容を報告したページを公
開した。
　ブース展示では、モータ制御と産業用通
信を一体化した「netMOTION」をライブ
・デモを行ったほか、マルチプロトコル対
応・世界最小クラスの産業用通信SoC
「netX 90」を搭載したオールインワン通
信ソリューションのメリットや特長を紹
介。セミナーでは、同社のEtherCATソリ
ューションについてプレゼンテーションを
行った。
■ 北陽電機、まんがで分かる制御機器の第
5話「トランジスタ出力」公開

　北陽電機は、まんがで分かる制御機器
「ホクヨウマナブの奮闘日誌」の第5話

「トランジスタ出力」を公開した。
　前回は、実技研修で電源が入らず悪戦苦
闘したマナブ君、今回は電源は入ったが、
出力につないだランプが動作せずに困って
いるところを先輩社員がお助けに。。。
■ オリエンタルモーター、技術冊子
「New Motion」12月号を公開

　オリエンタルモーターは、技術冊子
「NewMotion」の12月号を公開した。12
月号では、電動グリッパEHシリーズ3つ
爪タイプを特集し
ているほか、製品
情報としてステッ
ピングモーター
PKPシリーズ 取
付角寸法13mm、
ステッピングモー
ターPKPシリー
ズ エンコーダ付
1000P/R、サービ
ス情報として、ロ
ボット内製化支援
特集、これからの自動化を支援する モバ
イルオートメーション対応製品を紹介して
いる。
■ オリエンタルモーター、「教えて！照代
さん」にロボットケーブルの解説を公開

　オリエンタルモーターは、ベテラン社員
と新入社員の会話仕立てで技術を解説する
コラム「教えて！照代さん」に、ロボット
ケーブルを解説する「ロボットには可動ケ
ーブルが必要？ケーブルの種類による違い
って？」を公開した。ロボットのように複
雑な動きをする機械には可動ケーブルが最
適であり、コラムでは可動ケーブルを使用
するメリットと正しい設置方法について紹
介している。

セミナー・イベント情報
■ EPLAN、1月26日にオンラインセミナー
「制御盤の部品組付けのデジタルアシス
ト EPLAN Smart Mounting」

　EPLANは、1月26日にオンラインセミ
ナー「制御盤の部品組付けのデジタルアシ
スト  E P L A N  S m a r t  M o u n t i n g 
制御盤の組み立て作業をデジタルアシス
ト！」を開催する。
　2022年11月に制御盤の製造工程をデジタ
ル支援するEPLAN Smart Mounting（ス
マートマウンティング）をリリース。セミ
ナーでは、EPLAN Smart Mountingが一
体どのようなソリューションで、何ができ
るのか。概要紹介と製品デモを交えた内容
となる。制御盤メーカーが抱える「ベテラ
ン技術者の不足」、「人員不足」、「納期
のプレッシャー」、「部品の欠品による変
更」などのお困りごとを解決する。

生産中止
■ オータックス、K、Wシリーズ ロータリ
ーDIP 一部生産中止
　オータックス、「K、Wシリーズ ロータ
リーDIP」の一部製品の生産を中止する。
　対象製品と後継品（カッコ内）は、Kシ
リーズ「KM□102（H)」（後継品KM□104
（H)）、「KM□102－3」（KM□104－3）、「KW
□102（H)」（KW□104（H)）、「KS□1□2
（H)（S)」（KS□1□4（H)（S)）、「KE□1□2
（H)（S)」（KE□1□4（H)（S)）、Wシリーズ
「WCAWR121」（WCAWR141）。
　生産中止品の最終受注日は2023年5月30
日、最終出荷日は2023年11月30日。後継品
の受注開始は2023年1月10日、出荷開始は
2023年6月1日から。

FA業界掲示板
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●

8億6000万円。
■東邦チタニウム、神奈川県茅ヶ崎市の触媒新工場が
竣工
　東邦チタニウムは、茅ヶ崎工場（神奈川県茅ヶ崎
市）内に建設を進めていた触媒の新工場が竣工した。
　同社の触媒事業の主力製品であるTHC触媒（Toho 
High efficiency Catalyst）は、自動車内外装、家電
製品、包装材、食品容器など幅広い用途に使用される
ポリプロピレン製造に用いられる当社独自の高性能触
媒で、マグネシウム－チタン系のZiegler-Natta触媒
と呼ばれるタイプとなる。投資額は約73億円。
■アミタ、福岡県北九州市の北九州循環資源製造所に
シリコン再資源化設備を増設
　アミタホ
ールディン
グスは、シ
リコンスラ
リーをリサ
イクルする
シリコン再
資源化設備
をアミタ北
九州循環資
源 製 造 所
（福岡県北九州市若松区響町に1基増設し、製品保管
用倉庫も建設する。今回の設備増強と製品保管用倉庫
の建設により、同製造所のシリコン再資源化設備は3
基体制となり、リサイクル能力は1.5倍になる。稼働
開始予定は2023年12月。
■全星薬品工業、大阪府岸和田市三田町の岸和田工場
に新棟が竣工
　ニプロの医薬品製造子会社である全星薬品工業は、
岸和田工場敷地内（大阪府岸和田市三田町380）に、
治験薬（高薬理活性対応）の製造および商業生産の試
験・倉庫機能を拡張した新棟「E棟」が竣工した。建
築面積約1800平方㍍。延床面積約6200平方㍍、鉄骨
造5階建。稼働開始2023年4月の予定。
■J&T環境、群馬県伊勢崎市の太陽光パネルリサイク
ル工場の本格稼働を開始
　JFEエンジ
ニアリングの
グループ会社
であるJ&T環
境は、群馬県
伊勢崎市赤堀
鹿島町で建設
を進めてきた
太陽光パネル
リサイクル工
場が完成し、本格稼働を開始した。
　同工場の処理能力は年間1440㌧で1日あたり約240
枚の廃パネルの処理が可能。処理工程はアルミフレー
ムを選別機で分離後、パネルのガラス面を破砕機によ
り、シートとカレット状のガラスに分離し、それぞれ
を資源として有効活用する。
　立地地域は北関東自動車道伊勢崎ICから15分程度
とアクセスが良く、運搬効率に優れており、今後、急
拡大が見込まれる廃パネルのリサイクル需要に対応す
る。工場敷地面積667平方㍍。
■日東工器、福島県福島市に112億円投資し新工場を
建設　全製品を製造するマルチ工場へ
　日東工器は、福島おおざそうインター工業団地（福
島県福島市大笹生字宮ノ下1-1）に新工場を建設する。
　同社はグループ会社であるメドテックと白河日東工
器の工場建屋の老朽化にともない、生産体制の検討を
進めており、今回、2工場を集約できる用地取得と新
工場の建設を決定した。新工場は同社グループの全製
品を生産できるマルチ工場とし、スマートファクトリ
ーに向けたものづくり改革やマテハン改革、システム
改革等を実施し、生産の省力省人化、効率化に取り組
む。また脱炭素への取り組みとして、太陽光発電や地
下熱等を利用する。オイルミストフリーや作業工程の

自働化、バリアフリー化など環境にも従業員にも安全
でやさしい職場環境とする。
　投資額は約112億円。敷地面積は2万8183平方㍍。
延床面積は1万9934平方㍍の鉄骨造3階建。2023年7月
に着工し、2024年10月末の完工予定。稼働開始は
2025年4月1日を予定している。
【海外】
■豊田通商、カンボジア・プノンペン経済特区内にピ
ックアップトラックとSUV組立の新工場
　豊田通商は、カンボジアで、車両組立事業会社
Toyota Tsusho Manufacturing （Cambodia） Co., 
Ltd.（豊田通商マニュファクチャリング（カンボジ
ア）、以下：TTMC）を設立。投資額は、約3680万
㌦（約51億円）。
　プノンペン経済特区内に建設予定のTTMCの新工
場では、トヨ
タのピックア
ップトラック
「ハイラック
ス」およびト
ヨ タ の S U V
「フォーチュ
ナー」を現地
組 立 す る 計
画。
■ラクト・ジャパン、シンガポール北西地区にチーズ
製造の新工場
　ラクト・ジャパンは、連結子会社のLacto Asia Pte 
Ltd.（ラクト・アジア）が新工場をシンガポール北西
地区に建設する。
　ラクト・アジアでは、アジア地域の食品メーカーや
外食産業向けを中心に業務用プロセスチーズやシュレ
ッドチーズを製造・販売している。アジアにおけるチ
ーズ消費は拡大が続いており、2003年に製造を開始
して以来チーズの販売数量を着実に伸ばしてきた。今
後も所得水準の向上や食の欧米化の進展とともにチー
ズの消費拡大が見込まれることから、新工場を建設
し、能力増強と製造する商品のバリエーション増加な
ど生産体制の強化を図り、チーズ製造販売事業のさら
なる事業拡大を目指す。
　投資額35億円。床面積約6500平方㍍。施工開始予
定2023年3月、稼働開始予定2025年3月。
■保土谷化学工業、韓国・忠清北道清州梧倉にラボと
生産設備を備えたバイオ棟新設
　保土谷化学工業は、グループ会社のSFC CO., 
LTD.（以下：SFC）のバイオ事業の更なる拡大を目
的として、韓国・忠
清北道清州梧倉に、
本 社 機 能 を 含 む 、 
R&Dと生産設備を
有したバイオ棟を新
設する。 
　SFCのバイオ事業
は、2020年2021年
に蔓延した新型コロ
ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）に使
用される「診断用オリゴ製品（PCR診断キット用材
料）」として複数のPCR診断キットに採用され、販売
を拡大してきた。今後、診断用オリゴ製品の開発・製
造で培った技術を応用し、次世代医薬品である「核酸
医薬分野」の製品を製造していくことを目指す。
■協和発酵バイオ、タイでヒトミルクオリゴ糖の生産
設備が完成
　キリンホールディングスの子会社である協和発酵バ
イオは、タイの現地法人・THAI　KYOWA　BIOT 
ECHNOLOGIES　CO.,LTD.のHMO（ヒトミルク
オリゴ糖）の生産設備を完成させた。製造能力は年間
約300㌧。
　HMOは母乳に含まれるオリゴ糖の総称。乳幼児に
とって重要な成分であることが知られ、HMO入り粉
ミルク市場は欧米をはじめ、人口増加が見込まれる中
国や東南アジアでも消費拡大が期待され、年平均成長
率は20〜30％と予測されている。同社は2000年に世
界で初めて工業レベルで大量生産が可能なHMO生産
システムを構築し、新しいHMO生産設備での製造は
今年から開始し、2023年から粉ミルクメーカーなど

への販売を始め、キリングループ内での商品開発も行
いHMOのニーズが高い世界各国への展開を目指す。
■ダイキン工業、インドネシアのジャカルタに空調機
の生産工場を設立
　ダイキンは、インドネシア共和国の首都ジャカルタ
近郊にあるGIIC工業団地内に空調機の新工場を設立
する。2024年12月より稼働を開始する予定。
　新工場には、インドネシア政府が掲げるインダスト
リー4.0に向けたイニシアティブに従い、IoTやAIな
どの最先端技術を駆使した設備を導入する。データの
可視化と分析に加えて、これまでに培ってきたノウハ
ウを結集し生産性と品質向上につなげる。将来的には
イ ン ド ネ シ ア 国 内 向 け だ け で な く 、 将 来 的 に は
ASEAN地域の輸出拠点としての役割を担う計画とな
っている。
■ブリヂストン、コスタリカのサンホセ工場で乗用車
用タイヤの生産能力を増強
　ブリヂストン米州グループ会社ブリヂストンアメリ
カスインクは、コスタリカ共和国エレディア州ベレン
での乗用車用と小型トラック用タイヤの生産を増強す
る。投資額は約2億5000万㌦（約363億円）。これに
より、2026年までにサンホセ工場の生産能力は36％
増加し、日産1万1000本から1万5000本になる。稼働
開始は2026年を予定している。

■富士フイルム、培地の生産拠点を米国ノースカロラ
イナ州に新設　260億円の設備投資
　富士フイルムは、細胞培養に必要な培地の事業成長
を加速させるため、子会社のFUJIFILM　Irvine 
Scientific（フジフイルムアーバインサイエンティフ
ィック）,Inc.（以下FISI）に約260億円の設備投資を
行い、培地の生産拠点を米国ノースカロライナ州に新
設する。今回の設備投資により、富士フイルムグルー
プとして世界5拠点の培地のグローバル生産体制を構
築し、バイオ医薬品の研究開発・製造を強力にサポー
トしていく。
　延床面積約2万3500平方㍍。生産能力は粉体培地が
800㌧/年、液体培地が3300kL/年。2023年春に着工
し、2025年に稼働を開始予定。
■山洋電気、フィリピンスービック経済特別区にサー
ボモータ、ファン等の新工場
　山洋電気は、生産能力拡大のため、グループ会社で
あるSANYO　DENKI　PHILIPPINES,　INC.に、
新工場を建設する。
　同社グループの主要な販売市場である通信装置、半
導体製造装置向けをはじめ、医療機器やEV用急速充
電器向けの市場拡大を見込み、将来を見据えた生産能
力の増強を目的に、グループ会社であるSANYO　
DENKI　PHILIPPINES,INC.の敷地内に新たに第4
工場を建設する。

　生産能力は約25％増となり、冷却ファンが約370万
台/月、電源装置が約3000台/月、ステッピングモー
タが約22万台/月、ACサーボモータが約6万台/月、サ
ーボアンプが約2万台/月の生産が可能。
　敷地面積1万1840平方㍍。延床面積2万2150平方㍍
の鉄骨3階建て。投資金額約63億7000万円。工場稼働
は2024年1月を予定している。
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【国内】
■イーディーピー、大阪府茨木市の人工ダイヤモンド
宝石製造用種結晶の新工場が竣工
　イーディーピーは、人工ダイヤモンド宝石（LGD）
製造用の種結晶の生産能力と供給量拡大のために、
2021年11月より建設を進めてきた大阪府茨木市島4丁
目26-6の新工場（島工場）が完成し、稼働を開始し
た。
　LGD市場の拡大は今後も続く見込みであり、種結
晶ユーザーの動向を見極めながら、順次成長装置等の
設備投資を進め、2026年3月期には生産能力を現在の
生産能力の3倍弱に拡大させる計画。
　 新 工 場 は 敷 地 面 積 2 2 1 4 . 4 2 平 方 ㍍ 。 延 床 面 積
2085.95平方㍍の鉄骨造2階建。
■フロンティア、山口県周南市の自動車用フロアマッ
ト製造の山口工場が稼働開始
　フロンティアは、世界的な半導体不足の影響により
設備予定の機械の導入が遅延し操業開始時期を延期し
ていた山口県周南市の山口工場について、このほど全
機械設備にかかる試運転期間が終了したことから、
2022年12月からフロアマットの製造を開始した。
■リョービMHIグラフィックテクノロジー、広島県府
中市に第3工場建設
　リョービは、グループ会社リョービMHIグラフィ
ックテクノロジー（RMGT）の本社工場（広島県府
中市鵜飼町800-2）に第3工場を建設する。延床面積
は4398.98平方㍍の平屋建て。2023年10月の完成予
定。着工予定は2023年1月から、完成予定2023年10
月。

　同社はリョービと三菱重工機械システムが両社の枚
葉オフセット印刷機器事業を統合して2014年に設立
され、大型から小型までのオフセット印刷機を幅広く
ラインアップしている。今回新設する第3工場では、
主に大型の枚葉オフセット印刷機の組み立てを行い、
大型クレーンなどの設備を導入する予定。RMGT第1
工場、第2工場の隣接地への増設によって、点在して
いた工場を集約し、生産体制の最適化や生産性の向上
を図る。
■ムトー精工、岐阜県各務原市に自動車向けプラスチ
ック部品製造用の新工場用地を取得
　ムトー精工は、岐阜
県各務原市が進めてい
る工業団地（岐阜県各
務原市各務西町四丁目
・各務山の前町一丁目
地内）の一般競争入札
（2次募集分）に参加
し、用地を落札した。
　同社はプラスチック部品の製造・加工を行ってお

り、今回の用地
取得は自動車の
電動化に向けた
受注増加に向け
生産能力の拡大
を図る。成形、
二 次 加 工 、 組
立、物流を集約
した高効率の工
場を建設し、さ
らなる競争力の
向上を目指す。
敷地面積は2万
2 7 2 4 . 4 4 平 方
㍍。取得価額約


